
【
郷
土
の
は
な
し
】 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
・
玄
梅
正
明 

 

― 

三
丸
露
払
い
と
日
光
の
村
の
発
祥 

― 
 

そ
の
昔
、
大
己
貴
命
（
オ
オ
ナ
ム
チ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
日
光
山
（
二
荒
山
・
男
体
山
）
に
来
た
時
、
そ
の
露
払
い
と
し
て
、

松
王
丸
・
梅
王
丸
・
桜
丸
の
三
丸
が
き
て
日
光
山
に
永
住
し
、
松
王
丸
は
藪
村
（
今
の
鉢
石
町
）
、
桜
丸
は
蓮
華
石 

村
（
今
の
花
石
町
）
、
梅
王
丸
は
外
山
村
（
今
の
稲
荷
町
）
を
賜
り
、
子
孫
が
代
々
百
姓
を
業
と
し
た
。 

（
外
山
村
は
、
滝
尾
神
社
付
近
に
あ
っ
た
が
、
１
６
６
２
（
寛
文
２
）
年
の
稲
荷
川
の
大
洪
水
で
、
目
付
代
・
田
中
高
成
を
は
じ
め
、
同
心
１

０
人
、
町
人
１
４
８
人
が
死
亡
、
流
出
家
屋
３
０
０
軒
余
の
大
惨
事
が
起
き
た
）
後
に
現
在
の
地
に
稲
荷
神
社
の
建
立
と
稲
荷
町
が
で
き
る
。 

後
、
二
荒
山
神
社
の
祭
典
（
現
・
弥
生
祭
）
に
各
町
で
家
体
や
花
車
（
茶
瓶
）
を
操
出
す
と
き
、
こ
の
三
町
は
松

王
丸
、
梅
王
丸
、
桜
丸
の
三
丸
の
子
孫
と
言
う
訳
で
二
十
人
位
が
一
組
と
な
っ
て 

「
奴
姿
」
で
、
家
体
の
前
を
練
り
歩
い
た
。
こ
れ
が
人
気
を
呼
び
明
治
の
前 

ま
で
続
い
た
と
い
う
。 

日
光
の
村
の
発
祥
が
、
花
石
村
、
鉢
石
村
、
稲
荷
村
の
三
村
で
あ
る
と
い
う 

一
つ
の
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。 

   

― 

日
光
市
山
内

さ
ん
な
い

の
地
名
と
他
県
の
山
内 

― 
 
 
 
 
 
 

日
光
市
街
か
ら
見
る
と
、
こ
ん
も
り
と
し
た
丸
い
山
が
見
え
ま
す
が
、
こ
の
山
を
「
恒
霊
山
（
恒
例
山
）
・
こ
う
れ

い
ざ
ん
」
と
呼
び
、
緑
の
中
に
、
日
光
東
照
宮
・
日
光
二
荒
山
神
社
・
日
光
山
輪
王
寺
の
漆
塗
り
の
建
造
物
が
並
び
立

っ
て
い
る
。 

世
界
遺
産
と
な
っ
た
日
光
の
社
寺
は
、
日
光
山
内
（
に
っ
こ
う
さ
ん
な
い
）
や
、
二
社
一
寺
（
に
し
ゃ
い
ち
じ
）
と
も
称
さ

れ
、
山
内
と
は
、
神
社
や
寺
院
の
敷
地
内
を
表
し
、
寺
内
／
山
内
／
寺
中
／
神
域
／
神
苑
の
共
通
す
る
意
味
を
持
つ

そ
う
で
す
。 

な
の
で
、
日
光
東
照
宮
、
日
光
二
荒
山
神
社
、
日
光
山
輪
王
寺
の
社
務
所
や
寺
務
所
に
は
日
光
市
山
内
と
言
う
地

名
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
参
考
ま
で
に
記
す
）
山
内
の
字
が
つ
く
場
所
は
全
国
で
２
２
カ
所
あ
る
が
、
「
さ
ん
な
い
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
は
、

岩
手
県
（
軽
米
町
）
・
秋
田
県
（
秋
田
市
）
・
栃
木
県
（
日
光
市
）
の
３
県
の
み
で
、
他
の
１
９
県
（
市
）
は
「
や
ま

う
ち
」
と
か
、
「
や
ま
の
う
ち
」
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

面影を残す奴姿と手古舞の行列 

（神橋付近） 



― 
鳴
虫
山
の
伝
承
と
伝
説 

― 

  

日
光
の
歴
史
と
共
に
幾
星
霜
、
日
光
開
山
の
祖
・
勝
道
上
人
も
歩
い
て
き
た
鳴
虫
山
（
１
１
０
４
ｍ
） 

ゆ
か
り
の
伝
承
と
伝
説
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

（
そ
の
一
） 

先
祖
代
々
か
ら
の
伝
え
で
「
こ
の
山
に
雲
が
か
か
る
と
雨
に
な
る
」
と
、
日
常
生
活
に 

欠
か
せ
な
い
天
気
予
報
の
役
目
を
果
た
し
的
中
率
も
高
く
誇
っ
て
い
る
。
標
高
が
曇
天
か
ら 

降
雨
に
移
行
す
る
ま
た
と
な
い
目
安
ら
し
く
信
頼
も
抜
群
だ
っ
た
。
山
の
名
の
当
て
字
は 

子
供
が
泣
き
出
し
そ
う
な
顔
と
、
今
に
も
降
り
だ
し
そ
う
な
さ
ま
が
似
て
い
る
と
こ
ろ
か 

ら
泣
虫
が
鳴
虫
に
転
じ
た
と
今
に
伝
わ
る
話
で
あ
る
。 

（
そ
の
二
） 

日
光
二
荒
山
神
社
の
ご
神
刀
「
祢
々
切
丸
・
ね
ね
き
り
ま
る
」
に
ま
つ
わ
る
「
鳴
虫
山
」
の
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。 

遠
い
昔
、
日
光
の
山
中
に
「
ネ
ー
ネ
ー
」
と
鳴
く
怪
し
い
化
け
物
が
出
没
し
村
人
に
危
害
を
加
え
て
い
た
。
村
で
は

こ
の
妖
怪
を
「
祢
々
虫
」
と
恐
れ
て
い
た
が
誰
一
人
征
伐
す
る
者
が
出
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
い
つ
も

の
よ
う
に
村
人
を
怖
が
ら
せ
て
い
る
と
、
こ
の
大
太
刀
が
ひ
と
り
で
に
鞘
を
払
い
拝
殿
を
飛
び
出
し
て
祢
々
虫
を
追

い
か
け
は
じ
め
た
。
祢
々
虫
は
棲
家
を
飛
び
出
し
大
谷
川
の
向
こ
う
岸
に
追
い
詰
め
ら
れ
日
光
山
中
の
「
ね
ね
が
沢
」

で
力
尽
き
退
治
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
以
来
こ
の
大
太
刀
を
「
祢
々
切
丸
」
、
妖
怪
が
棲
ん
で
い
た
山
を
「
鳴
虫
山
」

と
名
付
け
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。 

日
光
二
荒
山
神
社
で
は
、
毎
年
四
月
十
三
〜
十
七
日
に
か
け
て
の
弥
生
祭
に
、
男
体
山
麓
の
牡
鹿
の
皮
の
上
に
重
要

文
化
財
の
「
瀬
昇
太
刀
」「
柏
太
刀
」「
祢
々
切
丸
」
の
大
太
刀
、
三
口
を
飾
り
立
て
て
神
に
捧
げ
る
習
わ
し
が
あ
る
。 

         

・
祢
々
（
ね
ね
）
に
は
諸
説
あ
る
そ
う
で
、
妖
怪
説
、
河
童
説
、
鵺
が
転
じ
た
説
な
ど
様
々
で
あ
る
。
日
光
付
近
の
方
言
で
は
、
河
童
の
こ

と
を
指
す
説
も
あ
る
。
鵺
（
ぬ
え
）
と
は
伝
説
上
の
妖
力
を
持
つ
怪
獣
で
、
頭
は
猿
、
胴
は
狸
、
尾
は
蛇
、
手
足
は
虎
、
声
は
鳥
の
ト
ラ
ツ
グ

ミ
に
似
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
人
間
に
例
え
る
と
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
正
体
不
明
の
は
っ
き
り
し
な
い
人
物
態
度
を
指
す
と
い
う
。 

 

二荒山神社三神輿（左から） 

本宮神社（御子神・味耜高彦根命・太郎

山） 

二荒山本社（主祭神・大己貴命・男体山） 

滝尾神社（妃神・田心姫命・女峰山） 

 

自宅から望む雪被る鳴虫山 

鹿の皮の上に置かれた 

祢々切丸、瀬昇太刀、柏太刀の三刀 

（二荒山神社発行・宝刀譜よりコピー） 



― 
牧
水
の
歌
碑 

― 
鹿
の
ゐ
て
い
ま
も
な
く
て
ふ
下
野
の 

 
 
 

な
き
む
し
山
の
峰
の
ま
ど
か
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

牧
水 

花
石
神
社
境
内
に
あ
る
寛
政
年
号
の
石
鳥
居
の
左
に
根
府
川
石
に
刻
ま
れ
た
「
歌
人
・
若
山
牧
水
」
の
歌
碑
が
あ

る
。
昭
和
四
十
八
年
に
清
滝
町
の
星
野
利
一
氏
が
建
立
し
た
も
の
で
碑
の
高
さ
二
ｍ
、
幅
九
十
㎝
あ
る
。 

若
山
牧
水
先
生
は
、
大
正
十
一
年
十
月
二
十
八
日
群
馬
県
よ
り
金
精
峠
を
越
え
て
日
光
町
に
足
跡
を
印
ま
し
た
。

湯
元
に
一
泊
、
中
禅
寺
に
一
泊
し
て
三
十
日
に
馬
返
よ
り
電
車
に
乗
り
窓
か
ら
鳴
虫
山
を
眺
め
鹿
の
話
な
ど
聞
き
な

が
ら
板
挽
町
（
現
・
日
光
市
匠
町
）
の
友
人
斎
藤
氏
宅
に
二
泊
、
そ
の
間
、
数
首
の
秀
歌
を
詠
ま
れ
、
そ
の
中
の
一

首
が
こ
の
碑
の
歌
で
す
。
自
然
を
愛
す
る
心
を
養
う
様
子
が
う
か
が
え
、
先
生
自
筆
の
ま
ま
石
に
刻
み
、
正
面
遥
か

前
方
に
あ
る
鳴
虫
山
を
望
む
こ
の
地
に
歌
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
裏
面
に
は
、
当
時
の
栃
木
県
知
事
、
横
川
信
夫
氏

の
書
で
歌
碑
の
由
来
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

こ
の
碑
の
除
幕
に
は
，
昭
和
四
十
八
年
七
月
十
五
日
、
牧
水
の
長
男
で
、
立
川
市
在
住
の
若
山
旅
人
氏
、
他
牧
水

の
弟
子
た
ち
が
集
っ
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
と
あ
る
。 

ぜ
ひ
一
度
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

そ
し
て
、
歴
史
古
き
花
石
神
社(

祭
神
・
少
彦
名
命
（
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
ミ
コ
ト
）

知
恵
の
神)

に
参
拝
さ
れ
御
利
益
と
、
よ

き
知
恵
を
授
か
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
歌
碑
は
花
石
町
自
治
会
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
） 

鳴虫山と対峙して建つ若山牧水の歌碑 

（花石神社境内） 

 

 

牧水の歌碑表面        牧水の歌碑裏面 


